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　本事案に関する事実関係

教員×弁護士  議論

　事例に対するまとめ

　さらに理解を深めるために

POINT １   9月の指導―事実確認
POINT ２   9月の指導―情報共有・組織的対応

POINT 10   事後対応の問題点と調査報告書の活用

POINT ３   9月の指導―記録保存について
POINT ４   9月の指導―Aさんに対する指導の方法
POINT ５   11月の指導―Bさんへの対応
POINT ６   11月の指導―Aさんに対する指導①
POINT ７   11月の指導―Aさんの行為のいじめ該当性
POINT ８   11月の指導―Aさんに対する指導②
POINT ９   家庭訪問時の対応
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Column︓「スクールロイヤー」とは︖ ／ Column︓自死についても学校が責任を負うか︖ ／ Column︓アレルギーについて

　事例に対するまとめ

　さらに理解を深めるために

POINT １   小学校５年生までの対応
　前提の解説  安全配慮義務 

POINT ２   小学校５年生から小学校６年生への引継ぎ
POINT ３   海外にルーツを持つ児童生徒に対するサポート
POINT ４   学級崩壊に対する対応
POINT ５   悪口に対する対応
POINT ６   給食時の仲間はずれに関する対応・指導
POINT ７   校外学習における対応・指導
POINT ８   校長の義務と責任の範囲
POINT ９ 策止防発再とけ付置位の」決判「

POINT ２   記者会見での対応

POINT 10   再発防止策の実践方法について

POINT ４   第三者委員会の対応とその判断（その①）
POINT ５   第三者委員会の対応とその判断（その②）
POINT ６   訴訟における対応とその判断
POINT ７   いじめ防止対策推進法との関係
POINT ８   スポーツ振興センターの給付との関係

奄美市中学生自死事件 桐生市小学生
いじめ自死事件（前編）

桐生市小学生
いじめ自死事件（後編）

POINT １・３ 直後の対応とその判断
（アンケートについて）︓校長報告書

POINT ９   私立学校の場合との比較
（さいたま地裁の裁判例との比較）
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